
第１１回 ２００３おきなわマラソン

沿道では和宇慶護佐丸太鼓によるアトラクションや

護佐丸姿での声援もあり、残り２Kmの道のりを後押し。

中城村からは１６０名が参加。９１名が完走した。
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会
議
は
委
嘱
状
交
付
が
行
わ
れ
た

後
、
協
議
会
会
長
の
比
嘉
盛
光
宜
野

湾
市
長
か
ら
「
い
よ
い
よ
任
意
協
議

会
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
事
が
で
き

ま
し
た
。
合
併
問
題
の
主
体
は
住
民

に
あ
り
ま
す
。
如
何
に
多
く
の
情
報

を
住
民
に
提
供
で
き
る
の
か
が
協
議

会
の
任
務
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
も
委
員
の
意
見
は
充
分
に
三
市

町
村
へ
反
映
さ
せ
、
そ
の
上
で
市
民

に
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

副
会
長
の
新
垣
清
徳
中
城
村
長
は

「
当
協
議
会
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
村
内
に
お
い
て
は
、
多
く
の
反

響
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
合
併
市
町

村
の
枠
組
み
が
決
ま
っ
た
の
か
等
も

あ
る
。
協
議
会
の
情
報
を
出
し
て
村

民
の
判
断
に
供
し
て
も
ら
い
た
い
」。

同
じ
く
副
会
長
の
翁
長
正
貞
西
原

町
長
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
の
行
政
の

在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
中
で
、
地

方
自
治
体
の
先
行
き
は
不
透
明
と
も

言
え
、
そ
の
中
に
お
い
て
右
か
左
か

の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
委
員

の
皆
さ
ん
の
意
見
に
よ
り
選
択
を
誤

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
任
意
協
議

会
設
置
に
対
す
る
三
市
町
村
長
の
考

え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
協
議
会
規
約

の
報
告
、
平
成
十
四
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
の
審
議
、
情
報
交
換
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

任
意
合
併
協
議
会
委
員
は
、
三
市

町
村
か
ら
推
薦
の
住
民
代
表
五
名
に

有
識
者
一
名
と
三
市
町
村
三
役
及
び

教
育
長
の
合
計
三
十
名
で
構
成
さ
れ

協
議
会
で
は
以
下
の
事
項
が
協
議
さ

れ
ま
す
。（
委
員
に
つ
い
て
は
次
頁
参
照
）

第1回任意合併協議会を開催

去
る
二
月
十
九
日
（
水
）
に
宜
野
湾
市
の
ジ
ュ
ビ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
第

一
回
任
意
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
協
議
会
会
長

の
比
嘉
盛
光
（
宜
野
湾
市
長
）
よ
り
三
市
町
村
か
ら
推
薦
さ
れ
た
協
議
会

委
員
三
十
名
に
委
嘱
状
の
交
付
が
行
わ
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
平

成
十
四
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

交
通
・
情
報
通
信
手
段
の
発
達
や

経
済
活
動
の
進
展
に
伴
い
住
民
の
生

活
圏
が
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
ま

す
ま
す
拡
大
し
て
い
て
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
広
域
化
を
求
め
る
声
な
ど

に
よ
り
行
政
区
域
の
再
検
討
や
効
率

的
な
公
共
施
設
の
配
置
な
ど
を
見
直

す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
医
療
・

福
祉
等
の
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増

大
に
反
し
て
少
子
化
に
よ
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
将
来
の
地
域

経
済
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
市
町

村
は
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原

則
の
も
と
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
行
政
の
効
率
化

を
図
り
、
よ
り
総
合
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
や
施
策
を
展
開
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
地
方

の
財
政
を
支
え
て
き
た
地
方
交
付
税

の
交
付
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
財

政
基
盤
の
強
化
や
行
財
政
シ
ス
テ
ム

の
見
直
し
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

「
市
町
村
合
併
を
考
え
る
」

沖
縄
県
市
町
村
課
資
料
参
考

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
を
は
じ
め
メ
デ
ィ
ア
で
は
市
町
村
合
併
の
こ
と

ば
が
出
て
き
ま
す
。
主
な
理
由
と
し
て
次
の
事
が
行
政
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

①
合
併
問
題
に
関
わ
る
調
査
研

究
に
関
す
る
事
項

②
合
併
に
関
す
る
基
本
的
事
項

③
新
市
将
来
構
想
の
策
定
に
関

す
る
事
項

④
そ
の
他
合
併
に
関
し
必
要
な
　

事
項

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

名　　前

比嘉盛光

翁長正貞

新垣清徳

備　　考

宜野湾市長

西原町長

中城村長

協議会役職

会　長

副会長

副会長

又吉辰雄

當山盛保

宮城義昇

田場典信

玉城隆子

大川信英

野中正信

我如古盛吉

佐藤　 学

行　政委　員

住民代表

有識者

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

大城助徳

古堅和子

島田賢松

小波津　勇

玉那覇純教

寄川順美

与古田光助

山田親幸

大城常夫

行　政委　員

住民代表

有識者

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

宮城 清

比嘉正幸

仲座盈助

富島初子

比嘉 聡

大城 修

仲村弘一

山城興淳

呉屋哲夫

行　政委　員

住民代表

有識者

〃

〃

〃

〃

〃

〃

宜野湾市・西原町・中城村任意合併協議会委員 事務局：宜野湾市役所内　
ＴＥＬ８９３－４４１１（内２７０～２７３）

事務局長　：城間盛久（宜野湾市）
総務調整班：比嘉透（宜野湾市）、宮城葉子（宜野湾市）

翁長正一郎（西原町）
計　画　班：石原昌雄（中城村）、与那嶺剛（西原町）

宮城多佳子（協議会）

こ
れ
ま
で
宜
野
湾
市
、
西
原
町
、

中
城
村
の
三
市
町
村
は
平
成
十
三

年
度
か
ら
合
併
に
つ
い
て
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
（
浦
添
市
、

北
中
城
村
含
む
）、
今
回
の
任
意
合

併
協
議
会
設
置
に
よ
り
合
併
想
定

市
町
村
を
具
体
的
に
し
た
新
市
の

構
想
と
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
と

の
比
較
を
行
う
な
ど
、
よ
り
合
併

の
可
否
を
判
断
す
る
為
に
調
査
・

研
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

協
議
会
で
は
、
三
市
町
村
の
広

報
誌
を
用
い
て
の
情
報
提
供
を
は

じ
め
地
域
で
の
住
民
説
明
会
や
学

習
会
な
ど
に
よ
り
住
民
と
と
も
に

合
併
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

宜
野
湾
市
・
西
原
町
・
中
城
村
　

任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り

合
併
編
２
号
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◆
職
員
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
専

門
職
の
確
保
や
育
成
が
可
能
と
な

り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。

◆
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
利

用
が
広
い
範
囲
で
可
能
と
な
り
ま

す
。

◆
合
併
対
象
市
町
村
の
広
域
的
視
点

で
、
計
画
的
な
開
発
事
業
、
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
を
実
施
で
き
ま
す
。

◆
財
政
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と

で
、
重
点
的
な
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
可
能
と
な
る
。

◆
役
所
（
場
）
の
仕
事
が
一
つ
に
な

る
こ
と
で
効
率
的
な
行
政
運
営
が
で

き
、
少
な
い
経
費
で
高
い
水
準
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
ま
す
。

★
合
併
後
、
市
街
地
と
周
辺
部
と
の

地
域
格
差
が
広
が
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

★
行
政
範
囲
が
広
く
な
り
、
き
め
細

や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

★
議
員
数
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
意
見
が
届
き
に
く
く
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

★
合
併
後
、
地
域
の
特
性
、
伝
統
文

化
が
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

●
市
街
地
と
周
辺
部
の
格
差
の
広
が

り
に
つ
い
て
は
、
合
併
前
に
広
域
的

な
視
野
を
持
っ
た「
新
市
建
設
計
画
」

を
策
定
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
議
員
数
が
減
少
す
る
こ
と
で
地
域

の
意
見
が
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
合
併
後
、
旧
市
町
村
区

域
ご
と
に
「
地
域
審
議
会
」
を
置
き

意
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
月
13
日
、
新
成
人
２
８
３
名
（
男
１
４
１
名
、

女
１
４
２
名
）
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
吉
の
浦

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
知
念
清
教
育
委
員
長
は
「
20
代
は
足
し

算
の
時
代
。
20
代
の
あ
り
方
を
大
事
に
し
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
、
ま
た
、
新

垣
清
徳
村
長
は
友
情
・
希
望
・
選
択
の
３
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
あ
げ
、「
悔
い
の
な
い
人
生
を
歩
ん
で

ほ
し
い
。
そ
し
て
若
い
力
を
中
城
村
の
発
展
の
た

め
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

中
城
村
青
年
連
合
会
長
の
比
嘉
聡
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
社
会
人
と
し
て
権
利
を
手
に
す
る
が
、
そ

れ
に
見
合
う
行
動
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
横
の
絆
、

縦
の
絆
を
結
び
共
に
社
会
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
比
嘉
太
一
さ
ん
は
「
二
十

歳
を
迎
え
、
様
々
な
面
で
自
由
と
責
任
を
有
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
得
た
権
利
と
そ
れ
に
伴
う

責
任
を
全
う
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成

人
式
と
い
う
儀
式
を
単
な
る
通
過
儀
式
と
し
て
捕

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
旅
立
ち
を

自
覚
す
る
機
会
に
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
式
典
で
は
思
い
で
の
ア
ル
バ

ム
が
上
演
さ
れ
、
中
学
時
代
の
懐
か
し
い

場
面
に
笑
い
が
お
こ
り
、
ま
た
、
中
城
ジ

ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
で
祝

い
の
席
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

艶
や
か
な
着
物
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

は
久
々
の
友
人
と
の

再
会
と
あ
っ
て
、
記

念
撮
影
や
お
互
い
の

心
境
を
語
り
あ
う
な

ど
終
始
華
や
い
だ
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

中
城
小
学
校
の
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
会
が
２
月
９
日
に
同
校
体
育
館
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
辞
で
真
喜
屋
実
孝
校
長
は
「
子
ど
も
達
は
先

輩
達
が
築
い
た
１
２
０
年
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
本

校
を
誇
り
に
し
大
き
く
世
界
へ
翔
ば
た
い
て
い
く

と
信
じ
て
い
る
。
私
た
ち
職
員
も
地
域
や
父
母
の

期
待
に
応
え
る
よ
う
良
き
校
風
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

新
垣
清
徳
村
長
は
、「
本
校
の
創
立
１
２
０
周
年

の
節
目
を
祝
福
す
る
と
共
に
、
教
育
村
中
城
の
精

神
が
今
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
感
じ
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

児
童
生
徒
を
代
表
し
て
吉
田
大
作
君
は
「
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
り
盛
り
上
が
る
中
城
小
学
校

の
雰
囲
気
が
大
好
き
。
中
城
小
学
校
を
築
い
て
こ

ら
れ
た
先
輩
方
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
僕

た
ち
は
心
を
一
つ
に
し
て
、
元
気
あ
る
明
る
い
学

校
を
築
い
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
先
輩
方
に
負
け

な
い
よ
う
勉
強
も
遊
び
も
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
後
は
祝
賀
会
と
続
き
、
た
く
さ
ん

の
余
興
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
中
城
小
学
校
学
芸
会

で
は
５
年
生
が
１
２
０
歳
を
迎
え
る
学
校
に
ハ
ッ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

中城村の市町村合併問題に関するこれまでの取り組み

平成１３年７月　５市町村（北中城村、中城村、西原町、浦添市、宜野湾市）
の企画担当部署にて市町村合併をテーマに学習・検討を行う　
「５市町村企画担当部署連絡会議」を設置

平成１４年７月　　

８月　　
１０月　　

１１月　　

１２月　　最終会議

平成１５年１月　　宜野湾市、西原町、中城村任意合併協議会の設置

２月　　中城村市町村合併検討会（庁舎内）の設置

●市町村合併先進地等視察研修
合併をした自治体と合併に至らなかった自治体を視察
視察先：東京都あきるの市、日の出町、西東京市
●首長を交えての研修成果報告及び意見交換会の実施
●県内市町村合併先進地等視察
視察先：久米島町
●「５市町村合併問題学習会」の開催

合
併
す
る
と
、
ど
ん
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
の
？

一
般
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。

合
併
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
？

次
の
と
お
り
考
え
ら
れ
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
対

応
策
は
あ
り
ま
す
か
？

次
の
と
お
り
考
え
ら
れ
ま
す
。



7 広報 No.119 (2003.3.20) 6広報 No.119 (2003.3.20)

①　伊舎堂のハチウビー（新暦１月２日）
伊舎堂内、中城城跡にある拝所を巡り、今年１年の
無病息災などを祈願した。

②　当間のシマクサラシー（旧２月１日）
戦前までは、牛の血を小枝に付けて集落の境界
に置き、厄除け祈願を行っていたという。今年、
トゥンでの祈願後、公民館に集まってきた区民
らは牛汁を囲んで賑わった。

③
　
安
里
の
ク
ス
ッ
キ
ー

（
旧
２
月
２
日
　
ム
ラ
ガ
ー
）

ク
ス
ッ
キ
ー
は
腰
休
め
の
こ
と
。
現
在
は
ク
ミ

ガ
シ
ラ
（
組
頭
）
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
拝
み
を

行
っ
て
い
る
。

④
　
奥
間
の
子
ど
も
綱
引
き

（
旧
７
月
１
５
日
　
公
民
館
前
）

戦
前
ま
で
奥
間
の
綱
引
き
は
盛
大
に
行
わ
れ
、
周

辺
地
域
か
ら
の
見
学
者
も
絶
え
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
近
年
か
ら
は
、
子
ど
も
に
よ
る
綱
引
き
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤　津覇の盆行事
（旧７月１５日　トゥングヮー）

この日、区民の有志たちは集落内の旧家を祈願
し、旧公民館跡まで道ジュネーをした。そこに
あるトゥン小で祈願した後草上で獅子が舞った。

⑥　添石の盆行事（旧７月１７日　ウタキ）
戦前は朝から旗頭が出て歌や踊りなど賑やかに行わ
れたという。現在でも拝みだけは受け継がれている。⑦　和宇慶のムラアシビ（旧８月１５日　公民館）

戦前は３日間盛大に行われた。今年は十五夜祭りと
敬老会が合同で行われ、公民館では数々の余興、芸
能が披露された。

⑧　泊のムーチー（旧１２月７日　竜宮神）
ムーチーとビンシーを携えて、各拝所を巡り祈
願した。祈願後はいつも公民館でユンタクした。

⑨
　
新
垣
の
ウ
ガ
ン
ブ
ト
ゥ
チ

（
旧
１
２
月
２
４
日
　
ワ
ー
ラ
ン
ガ
ー
）

新
垣
の
ウ
タ
キ
（
御
嶽
）
は
鬱
蒼
と
し
た
森
に

な
っ
て
い
て
雰
囲
気
が
あ
る
。
区
長
と
年
長
者

が
中
心
と
な
っ
て
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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保険料を後払いできる制度です。
２０歳以上の学生も、第１号被保険者として国民年金に加入し、保険料を納

めることになっています。しかし、多くの場合、学生には所得がありません。
このため、学生は、「学生納付特例制度」を利用し、村の国民年金の窓口で申
請して認められると、保険料を社会人になってから追納（保険料を後から納め
ること）することができます。
また、前年の所得を確認する必要があることから、毎年申請が必要です。

この制度の対象となるのは、大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門
学校、専修学校及び各種学校その他の教育施設の一部に存在する２０歳以上
の学生であって、学生本人の前年の所得が６８万円以下の者。

この特例の対象となった期間は、老齢基礎年金では、「２５年の資格期間」
に含まれますが、年金額には反映されません。
社会人になってから、必ず追納するようにしてください。追納できる期間

は、この特例の対象となった期間から、１０年以内に限られています。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
中
城
村
役
場
　
保
険
課
　
　

８
９
５
｜
２
１
３
１

このシステムは、災害通報などの通信受付を行う重要なシステムで、
指令装置、地図検索装置、支援情報検索処理装置、消防無線、消防用
有線電話、弱者（聾唖者）対策用専用ファクス、インターネットなど
を組み込んでおり、沖縄県行政情報通信ネットワークとも連携させ、
的確かつ迅速に消防活動及び救急活動態勢が発揮されるようになって
います。
又、住民に対し災害情報を流す住民案内と、弱者（聾唖者）対策用
専用ファックスにて１１９の受理ができます。

緊急電話 災害情報 総務課 予防課 警防課 消防課

ＴＥＬ

ＦＡＸ

（合成音声）
935-4900 935-4748 935-4749 935-4747

消防署専用
935-3338935-3489
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Information

水
道
法
改
正
に
伴
い
、
村
給
水

条
例
が
改
正
（
平
成
15
年
３
月
31

日
施
行
）
さ
れ
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
小
規
模
貯
水
槽

水
道
（
有
効
容
量
10
立
法
ｍ
以
下

の
タ
ン
ク
）
の
管
理
に
つ
い
て
設

置
者
と
水
道
管
理
者
の
責
務
が
次

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
ま
す
。

１．

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の
管
理

に
つ
い
て
は
設
置
者
が
行
う
。

２．

一
年
以
内
毎
に
一
回
、
定
期

的
に
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

３．

水
の
汚
染
防
止
の
た
め
、
点

検
等
必
要
な
処
置
を
講
ず
る
。

４．

一
年
以
内
毎
に
一
回
定
期
的

に
水
質
検
査
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

１．

小
規
模
貯
水
槽
の
設
置
者
に

対
し
、
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２．

小
規
模
貯
水
槽
水
道
の
利
用

者
に
対
し
、
情
報
提
供
を
行
う
も

の
と
す
る
。

※
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
水
道
課

８
９
５
｜

２
１
３
１

当
座
預
金
、
普
通
預
金
、
別
段

預
金
は
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で

引
き
続
き
全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

☆
定
期
預
金
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
元
本
一
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
を
超
え
る
部
分
は
、
破

た
ん
金
融
機
関
の
財
産
の
状
況
に

応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。（
一
部

カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）

☆
平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
当
座

預
金
等
の
利
息
の
つ
か
な
い
預
金

が
全
額
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

☆
預
金
保
険
制
度
、
農
漁
協
系
統

貯
金
保
険
制
度
と
も
に
同
様
の
取

り
扱
い
が
な
さ
れ
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、
金
融
機
関
の
窓
口

ま
た
は
預
金
保
険
機
構
、
農
水
産

業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
、
財

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

金
融
庁U

RL
http://w

w
w
.fsa.go.jp

預
金
保
険
機
構U

RL
http://w

w
w
.dic.go.jp

預
金
保
険
法
等
の
改
正

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
沖
縄
県
内

に
本
籍
又
は
住
所
を
有
す
る
者
の

子
弟
で
、
国
内
の
大
学
、
大
学
院
、

専
修
学
校
、
高
等
専
門
学
校
に
在

学
す
る
者
。

沖
縄
県
出
身
海
外
移
住
者
の
子

弟
で
、
主
た
る
住
所
を
海
外
に
有

し
、
県
内
の
大
学
、
大
学
院
に
在

学
す
る
者
。

●
採
用
予
定
人
員

大
学
生
・
・
・
１
８
０
人
程
度

大
学
院
生
・
・
・
・
10
人
程
度

専
修
学
校
生
・
・
・
14
人
程
度

高
等
専
門
学
校
生
・
・
若
干
名

海
外
移
住
者
子
弟
・
・
若
干
名

●
募
集
期
間

平
成
15
年
３
月
20
日
〜

４
月
18
日
（
郵
送
も
18
日
必
着
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
沖
縄
県
国
際
交
流
・
人

材
育
成
財
団
　
奨
学
係

te
l

９
４
１
｜

６
７
４
４

fax

９
４
１
｜

６
８
１
１

http
://w
w
w
.o
ihf.o
r.jp

試
験
日
時：

平
成
15
年
６
月
15
日
　

午
前
10
時
開
始

試
験
種
類：

甲
種
・
乙
種

第
１
〜
第
６
類
・
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間：

　

５
月
６
日
〜
５
月
12
日

試
験
会
場：

南
部
農
林
高
校
、

沖
縄
国
際
大
学
他
　

受
験
案
内
書
配
布
先：

　

各
消
防
本
部
・
宮
古
支
庁
総
務
観
光

振
興
課
・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
支
部
　
８
６
７
｜

５
３
３
２

★
国
家
公
務
員
１
種

受
験
資
格：

①
昭
和
45
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
（
大
学
卒
の
者
及
び
平
成

16
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
見
込
み

の
者
、
人
事
院
が
こ
れ
ら
と
同
等

と
認
め
る
者
）

受
付：

４
月
１
日
〜
８
日

【
２
月
27
日
　
配
布
開
始
】

★
国
家
公
務
員
２
種

受
験
資
格：

①
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭
和
57

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
（
大
学
卒
の
者
及
び
平
成

16
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
見
込
み

の
者
、
人
事
院
が
こ
れ
ら
と
と
同

等
と
認
め
る
者
）
・
（
短
大
又
は

高
専
卒
の
者
及
び
平
成
16
年
３
月

ま
で
に
短
大
、
高
専
卒
並
び
に
人

事
院
で
こ
れ
ら
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
）

受
付：

４
月
14
日
〜
28
日

【
２
月
27
日
　
配
布
開
始
】

★
国
家
公
務
員
３
種

受
験
資
格：

①
昭
和
57
年
（
税
務
は
昭
和
58
年
）

４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
者

受
付：

７
月
１
日
〜
８
日

【
５
月
12
日
　
配
布
開
始
】

◎
お
問
い
合
わ
せ

人
事
院
沖
縄
事
務
所
調
査
課

試
験
担
当
８
３
４
｜

８
４
０
０

http://w
w
w
.jinji.go.jp/okinaw

a/

こ
の
よ
う
な
こ
と
で

お
困
り
の
あ
な
た

そ
ん
な
あ
な
た
は
「
は
た
ら
コ
ー

ル
」
に
今
す
ぐ
電
話
！

あ
な
た
の
お
問
い
合
わ
せ
に
お
答

え
で
き
る
機
関
を
ご
案
内
致
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯

電
話
を
使
っ
て
、
求
人
情
報
が
検

索
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
、

パ
ソ
コ
ン
が
苦
手
な
方
も
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
求

人
情
報
を
ご
案
内
致
し
ま
す
。

受
付
期
間

午
前
８
時
〜
午
後
10
時

（
土
日
祝
日
／
年
末
年
始
は
除
く
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
｜

８
７
６
｜

５
０
６

平
成
15
年
度

貸
与
奨
学
生
の
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

国
家
公
務
員
採
用
試
験

水
道
課
か
ら
のお

知
ら
せ

求
職
支
援

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

地方税法第４１６条第１項の規定により、平成１５年度
土地家屋価格等縦覧帳簿について、次のとおり固定資産税
の納税者の縦覧に供しますのでお知らせします。

●縦覧期間　平成１５年４月１日～平成１５年４月３０日
（土・日曜日、祝祭日を除く）

●縦覧場所　中城村役場　税務課窓口
※縦覧に際し、印鑑を持参してください。

【お問い合わせ】
中城村役場 税務課 固定資産係　８９５-２１３１（２４２）

◎家屋の増改築や取り壊した場合

固定資産税は、毎年１月１日の現況を基準として課税さ

れます。例えば１月２日に家屋を取り壊しても、その年度

は課税されます。また、家屋を取り壊しても届出をしてい

ない、あるいは滅失登記をしていない場合、把握できない

事があります。家屋の増改築及び取り壊しがあった場合は、

村役場税務課まで届出してください。

◎土地の用途を変更した場合

例えば、宅地、原野を畑、資材置場等にしたとき、又は

店舗、工場、事務所等を住宅等に用途を変更したときは、

村役場税務課まで届出してください。

昨年９月に世帯主宛でお送りしました住
民票コード通知はがきが不在等の理由によ
り郵便局より返却されてきています。まだ、
受け取っていない世帯の方は

をお持ちの上、世帯主若しくは、同一世帯
の方が、中城村役場住民生活課まで受け取
りに来てください。
【お問い合わせ】
中城村役場住民生活課

窓口係　８９５-２１３１

①本人と確認できる官公署発行の身分証

明となる物（運転免許証、保険手帳等）

②郵便局からの不在通知カード　　　　　

（もしあれば）

小
規
模
貯
水
槽
水
道
設
置
者
の
責
務

水
道
管
理
者
の
責
務

○
求
人
情
報
を
知
り
た
い

○
資
格
を
と
り
た
い

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い

○
仕
事
と
育
児
を
両
立
し
た
い

○
労
働
条
件
に
つ
い
て
相
談
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木
赤 口

火
先 勝

１
2月30日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
3月1日

３
3月2日

４
3月3日

５
3月4日

６
3月5日

７
3月6日

８
3月7日

９
3月8日

１０
3月9日

１１
3月10日

１２
3月11日

１４
3月13日

１５
3月14日

１６
3月15日

１８
3月17日

１９
3月18日

２０
3月19日

２２
3月21日

１
4月1日

２
4月2日

３
4月3日

４
4月4日

５
4月5日

６
4月6日

７
4月7日

８
4月8日

９
4月9日

１１
4月11日

２３
3月22日

２４
3月23日

２５
3月24日

２６
3月25日

２７
3月26日

２８
3月27日

２９
3月28日

３０
3月29日

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

月
大 安

火
赤 口

水
先 勝

木
仏 滅

金
大 安

土
赤 口

月
友 引

日
先 勝

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

水
先 負

木
仏 滅

日
先 勝

月
友 引

火
先 負

水
仏 滅

木
大 安

金
赤 口

土
先 勝

日
友 引

火
仏 滅

水
大 安

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

２１
3月20日

１２
4月12日

月
先 負

１３
3月12日

１７
3月16日

月
先 負

15,143
7,752
7,391
5,041

(+19)
(+16)
(+ 3)
(+11)

※ (    )内は前月との比較

当間ふれあい事業
奥間ふれあい事業

北上原ふれあい事業

憲法記念日

始業式

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

リハビリ教室［午後1時～5時］吉の浦会館

南上原ふれあい事業

離乳食実習（吉の浦会館）
平成14.12.14～平成15.2.8生[受付 午後１:30～２:00] 

みどりの日

123（▲１）120（▲３）118（▲２）

30（▲２）32（▲－）32（▲－）

30（▲２）32（▲－）32（▲－）

88（▲－）88（▲３）91（▲１）

3（▲－）
21（▲３）
9（▲－）
9（▲１）

ー
7（▲１）
31（▲１）
8（▲－）

3（▲－）
18（▲－）
9（▲－）
10（▲－）

ー
8（▲－）
32（▲３）
8（▲－）

3（▲－）
18（▲１）
9（▲－）
10（ １）

ー
8（▲－）
35（▲－）
8（▲１）

平成14年度平成13年度平成12年度

職員数※（）内は対前年度増減数区　　　　分

部　　　　門

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生
衛　　生

一

般
　
行
　
政

小　　計

教　　育

小　　計

特　別

行　政

普通会計計

6（▲－）
2（▲－）
13（▲１）

6（▲－）
2（▲－）
12（▲３）

6（▲－）
2（▲－）
9（▲２）

水　　道
下水道
その他

公営企業

等の会計
小　　計 17（▲２）20（▲３）21（▲１）

139（▲１）140（▲－）140（▲３）合　　　　　計

７７０,０００円

市町村特別
職の給料等
の基準額

５８６,０００円

２７０,０００円

２２４,０００円

２０８,０００円

５８６,０００円

６２４,０００円
６月期1.75月分
12月期1.80月分

計 3.55月分

期末手当給料等月額

７５４,０００円

区 分

給
　
　
料

報
　
酬 議 員

副議長

議 長

教育長

収入役

助　役

村 長

中　城　村

県

平均年齢
平均給料

月　　額

４８.８歳 310,100

４２.１歳

区　分

高校卒

平成１４年度平成１３年度平成１２年度平成１１年度

９６.０

９３.７

９６.１

９４.５

９６.３

９６.１

９６.５

９５.１

県市町村平均

中 城 村

区　分
ラスパイレス指数

（各年４月１日現在）１.ラスパイレス指数の変動

（注）ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職の給料額と国の行政職
俸給表（一）の適用職員の俸給額とを、学歴別、経験年数別にラスパイレス方
式により対比させて比較演算したもので、国を１００としたものです。

10年～15年未満 15年～20年未満 20年～25年未満

２９１,６００円

２３１,６００円

３１１,４００円

２４９,１００円

採用から１０年

２８１,６５６円

１４１,９００円

１３９,０００円

１７４,４００円

３１０,９００円

２７７,８００円

３６４,３００円

３０９,０００円

採用から１５年

３４７,２９４円

３７６,４００円

３０９,４００円

４１９,６００円

３５８,９００円

採用から２０年

３９６,６０３円

区 分
経 験 年 数

中城村

国

県

村と同じ村と同じ

平均給料

月 額

一般行政職

現　業　職

平均年齢
平均給料

月　　額
平均年齢

大学卒

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

高校卒

大学卒

一
般
行
政
職

２.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成１４年４月１日現在）

中城村

中城村 国

県国区 分

一般行政職

現　業　職

３.職員の初任給の状況 （平成１４年４月１日現在）

366,400 ４６.５歳

357,400 ４７.６歳

332,052

290,731

４０.４歳

４４歳

355,540

４.職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（平成１４年４月１日現在）

６.特別職の報酬等の状況

６１１,０００円

５７３,０００円

５７３,０００円

３０９,０００円

２６３,０００円

２４３,０００円

６月期1.90月分
12月期1.90月分

計 3.80月分

（平成１４年４月１日現在）

（注）町村特別職の給料等の基準額は、沖縄県町村特別職給与等基準設定審議
委員会が沖縄県町村会からの諮問に基づき平成１４年１月に答申したもので
す。（この基準額は人口8,000人から13,000人未満の町村規模を想定して算出）

７.定員の状況 （各年４月１日現在）

区　　　　　分
中　城　村

６月期

１２月期

３月期

計

役職段階別加算額

国 県

期
末
・
勤
勉
手
当

期末手当 勤勉手当 計

２.２０月分

２.５０月分

ー

ー

ー

ー

ー４.７０月分

０.６０月分 ２.０５月分

２.１０月分

０.５５月分

４.７０月分

１.４５月分 ０.６０月分

０.５５月分

ー

１.１５月分

２.０５月分

２.１０月分

０.５５月分

４.７０月分

１.５５月分

０.５５月分

３.５５月分１.１５月分

２.２０月分

０.５５月分２.５０月分

ー

４.７０月分

ー

１.５５月分

０.５５月分

３.５５月分

１.４５月分

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

有 有有

５.職員の期末・勤勉手当の状況 （平成１４年４月１日現在）

（単位：円）

金
大 安

土
赤 口

国民の祝日

こどもの日

訂正とお詫びｍ(_ _)ｍ

広報なかぐすく第１１８号の５
頁、勲五等瑞宝章を受賞した米
須さんの紹介文の中で、誤記が
ありました。訂正しお詫びいた
します。
比嘉氏(誤)→米須氏（正）

高校卒 ２３０,８０８円 ２７７,７００円 ３３４,０２６円

(注)県の数値は採用されてから１０年、１５年、２０年と経験を積んだ場合の
平均的な額です。

入学式

憲法講演会

ポリオ予防接種（吉の浦会館）
３ヶ月～９０ヶ月児［受付 1:00～1:30］

心配ごと相談（毎週水曜日）

３歳児検診（吉の浦会館）
平成11.8.7～平成11.10.3生［受付 1:30～2:30］

乳児一般検診（吉の浦会館）
平成14.10.12～平成15.1.5生［受付 1:00～1:30］
平成14.5.11～平成14.8.5生［受付 2:00～2:30］

心配ごと相談（毎週水曜日）
婦人検診（北上原公民館）
対象地区：北上原・南上原・登又・新垣・サンヒルズタウン

歯科検診（吉の浦会館）
平成14.2.9～平成14.4.10生［受付 1:00～1:30］
平成12.10.14～平成12.12.10生［受付 2:30～3:00］

婦人検診（和宇慶公民館）
対象地区：伊集・和宇慶・南浜・北浜

婦人検診（津覇構造改善センター）
対象地区：津覇・中城団地・浜・奥間

心配ごと相談（毎週水曜日）

婦人検診（老人福祉センター）
対象地区：添石・伊舎堂・県営中城第２団地・泊・久場

心配ごと相談（毎週水曜日）

リハビリ教室［午後1時～5時］吉の浦会館

婦人検診（吉の浦会館）
対象地区：安里・当間・屋宜・その他

南上原ふれあい事業
浜　ふれあい事業

心配ごと相談（毎週水曜日）

心配ごと相談（毎週水曜日）

リハビリ教室［午前９時～午後１時］吉の浦会館

郵便局は４月から国営の公社
として新しくスタートします!

公社になりましても、「国営の郵便
局」として、より身近でより便利
な郵便局を目指し、日常生活に必
要不可欠なサービスを提供して参
ります。これからも宜しくお願い
致します。

中城郵便局
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4月10日



３月10日

戦争体験の風化が危惧される中、中城村青少年育成村民会議
主催の親子の体験学習として「戦争遺跡めぐり」が２月１１日
行われた。仲村春吉先生の案内のもと、参加者４０名は、陸軍
壕・カーブヤーガマ（新垣）、キシマコの嶽（北上原）、糸蒲の
塔（南上原）の順に戦跡を見学し、遺跡にまつわる歴史や戦争
体験談、現在中城村が取組んでいる歴史の道について学んだ。
参加者はその他、西原町・宜野湾市・北谷町・中城村と３６

０度見渡せる北上原の高知陣地からの眺めを見学。
遺跡めぐり終了後、参加した親子は「戦争の恐ろしさをしり、
命の大切さを学んだ。その他中城の恵まれた自然にも触れるこ
とができて参加してよかった」と感想を述べた。

２月11日

１月18日

平成１４年度沖縄県文化協会
賞授賞式が昨年１１月に名護市
で行われ、中城村からは功労賞
に仲村春善さん、奨励賞に嘉手
苅幸代さん、団体賞に津覇獅子
舞保存会が表彰されました。
３名の方の受章を祝い１月１

８日吉の浦会館にて祝賀会が行
われ、仲村春善さんは、「地道な
努力が認められて光栄に思う。
今後も組踊り護佐丸後継者を育
成し、村文化協会の発展に尽く
していきたい」と受賞の喜びを
語った。
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中城村子ども会育成連絡協議会（村子連）は、昨年
１１月３日に植えつけたジャガイモを２月２３日に収
穫した。これは、ジャガイモ作りを通して異年齢間交
流と自然体験の場として毎年行われているもので、子
ども達は作物を収穫する喜びを味わった。
収穫後は吉の浦会館で収穫したジャガイモで作った

カレーライスをみんなで食べ、新垣清徳村長も「皆さ
んが心をこめて大事に育てたジャガイモをおいしくい
ただきました。ありがとう」と感謝していました。
子ども会を代表して与儀こうたろうくんは、「いもほ

りはとても楽しかった。みんなで食べたカレーは家で
食べるのとは違ってとてもおいしかった。来年も参加
したい」と感想を述べた。この日はラジオ沖縄からも
子ども会ラジオニュース番組の取材のため参加。急に
マイクを向けられた子供達はとまどいながらも、しっ
かりとインタービューに応えていた。

２月23日

特別養護老人ホーム春華園入所者の激励訪問
（主催：中城村社会福祉協議会、協力：中城村
民生委員児童委員協議会）が１月２８日行われ
た。この冬一番の寒さにもかかわらず、施設の
お年寄りは皆元気で、老人クラブによる余興を
楽しんだ。また、社会福祉協議会と老人クラブ
から激励品が贈られ「こんなに素晴らしい品を
くださり本当にありがとうございます」とすて

きなプレゼントに感謝感激。

２月２５日には、知的障害者厚生施設
グリーンホーム入所者の激励訪問も行わ
れた。参加者は島にんじんカステラのお
やつや民生協の余興楽しみ、激励会の最
後には全員参加のカチャーシで盛り上が
った。

１月28日・２月25日

２月２２日吉の浦会館で日本
ＰＴＡ協議会団体賞（津覇小学
校ＰＴＡ）、沖縄県ＰＴＡ連合
会個人賞（津覇小学校ＰＴＡ会
長 与儀勝彦）、県童話・お話大
会最優秀賞（安里あい）、成人
善行賞（與儀絹代）の合同祝賀
会が行われた。
津覇小学校ＰＴＡは読み聞か

せボランティアてぶくろなどの
活動が認められ、与儀勝彦さん
は長年にわたるＰＴＡ活動、特
に学校家庭の連携活動を積極的
に推進したとして表彰された。

２月22日

▲

▲

３
月
10
日
、
津
覇
小
学
校
で
、
中
学
進
学

を
目
前
に
ひ
か
え
た
６
年
生
の
進
路
指
導
と

し
て
、
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
シ
ン
ガ

ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
普
天
間
か
お
り
さ
ん

(

中
城
村
出
身)

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た
。

１
時
間
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
現
在
の
ヒ

ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
「
髪
な
ん
か
切
っ
た
り
し
な

い
」
を
含
め
た
４
曲
を
披
露
。
ど
ん
な
こ
と

に
も
精
一
杯
頑
張
っ
て
素
晴
ら
し
い
未
来
を

つ
か
ん
で
ほ
し
い
と
歌
を
交
え
な
が
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。。
生
徒
を
代
表
し
て
謝
名

堂
由
美
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し
い
歌
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
夢
に
向
か
っ
て
頑
張

り
ま
す
」
と
御
礼
を
の
べ
た
。
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５
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光
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仲
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光
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（
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）
の
３
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６
年
生
の
新
垣
さ
ん
は
、�

「
小
学
校
最
後
の
試
合
と
な
り�

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
。�

中
学
生
に
な
っ
て
も
続
け
て�

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。�

５
年
生
以
下
の
チ
ー
ム
が�

３
月
末
の
全
国
大
会
に
派
遣
さ
れ
る
。�

育
児
不
安
等
の
悩
み
を�

抱
え
て
い
る
人
の
た
め
に�

そ
の
不
安
を
取
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榮
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感
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憶
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